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認知症疾患医療センターの
概  要

あなたの
認知症チェック
こんな症状はありませんか？
家事、片付け、着替え、
計算など、今まで
やっていた
ことができなくなった

会話をしても
つじつまが合わない

通帳や財布などを
盗まれたなどという

同じことを何回も
聞いてくる

薬を2回飲むことが
ある。あるいは
飲んだか飲まないか
わからなくなる

性格が変わった
（怒りっぽくなった、
 頑固になった、など）

ボーッとする
時間が長い

時間や場所が
わからない、いつも
通っている道で迷う

複数の項目に当てはまる
場合は認知症の
可能性があります。

何でもおっくうがる
ようになった

認知症疾患医療センター
直通番号

03-3480-0702
センター受付時間：
月～土曜日　午前9時～12時、午後1時～3時

　世界一の長寿国であるわが国では、認
知症はがん・心疾患・脳卒中などと並ぶ身
近な病気のひとつです。2024年元日、認知症
基本法が施行され、認知症の人の尊厳を守
り、共生社会を実現するための基本理念と方
針が示されました。これまでの治療薬とは異
なる作用を持つ認知症の新薬も登場しまし
た。認知症の進行を完全に抑制するには
至っていませんが、治療法の進歩の突破口に
なることが期待されています。
　当院では認知症の早期診断・早期治療
に努めるとともに、地域の各機関と連携し，認
知症の方 と々ご家族に適切な支援を提供す
ることを目的にして、認知症疾患医療センター
の活動を継続しています。このパンフレットを通
して、センターの活動をご紹介いたします。

アクセス

京王線調布駅南口より バス 約１０分
京王線国領駅より 徒歩 約１５分
 バス 約  ４分
小田急線狛江駅北口より バス 約１０分

認知症疾患
医療センター
ご案内

東京慈恵会医科大学附属  第三病院

認知症の
早期診断・早期治療
そして寄り添う支援

センター長　布村 明彦
認知症疾患医療センター
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認知症かなと思ったら、
上記チェックシートで症
状をご確認ください。
当てはまる項目が多い
場合は当院にご相談され
ることをおすすめします。

当院は平成27年9月より認知症疾患医療
センターを開設し、東京都より“地域連
携型認知症疾患医療センター”の指定
を受けました。
認知症の専門医療相談や鑑別診断の
実施、保健・医療・介護の連携や認知
症に関する研修会を行い、認知症の
方やそのご家族が安心して暮らしてい
ける地域づくりを進めて参ります。



地域の皆さまに最適に医療を提供する
認知症疾患医療センターの仕組みをご紹介

ご相談から受診までの流れ
ご本人・ご家族・地域包括支援センター・行政機関・介護関係機関など

相談担当者（ソーシャルワーカー・看護師）による専門医療福祉相談

助言・介護関係機関
ご紹介

原則かかりつけ医へ
ご紹介

診　察
検　査
説明診察

診察予約

かかりつけ医

１. CT・MRI

２. SPECT

３. 脳波

４. 心理検査

診療情報提供書の持参が難しい場合は、選定療養費（医科7,700円、歯科5,500円／2024年4月現在）がかかります。
家族による代理受診の場合は、保険適用外のため面談費として5,500円がかかります。

必要に応じて診察・
検査結果をもとに相談
担当者によるご相談や
関係機関への調整を
行います。

 03-3480-0702 月曜日から土曜日 　
午前9時～12時、
午後1時～3時

直通番号

当院は精神神経科入院施設がありません。
入院を要する場合は、

他院をご紹介いたします。

センター受付時間

センターの役割
■専門医療・介護に関する相談　ご本人、ご家
族、関係機関からの認知症に関する医療・介護、生活
に関するご相談に専門知識を有する相談員が対応し
ます。状況に応じて、外来受診予約や他の医療機関・
介護施設等のご紹介、各種サービスのご案内などを
行います。

■認知症の鑑別診断と対応　認知症の鑑別診
断(画像診断・心理テスト等)はもちろんのこと、日常生
活の状況、他の身体疾患等の状況も踏まえて、専門医
が総合的な評価を行います。また、関係機関と情報共
有を図り、医療・介護・福祉の連携を図りながら生活
面の支援を行うと共に、入院治療が必要な場合は他
の医療機関等をご紹介いたします。

■地域連携の推進　認知症の支援に携わる関
係者(区市町村、地域包括センター、かかりつけ医、介護
保険事業所等)と連携を図り、センターを含む地域全体
で受入れを促進していく体制の構築を目指します。

■人材育成・情報発信　認知症医療に関する知
識の向上を図るために、保健・医療・福祉及び介護関
係者向けの研修会や講演会を実施すると共に、院内
職員の育成にも努めています。また、家族会等の活動
を通して地域住民への情報発信を行います。

認知症ケアチームの活動
入院患者さんへのよりよいケアを目指して

認知症ケアチームは、ご高齢の方や認知症の方
が入院中に安心して適切な治療が受けられるよ
うに病棟主治医や看護師と共に検討しサポート
を行い、更には退院後の福祉支援・環境調整に
ついても一緒に考えて参ります。
チームには、精神神経科医師、脳神経内科医
師、総合診療部（内科）医師、社会福祉士・精神
保健福祉士、認知症看護認定看護師、医学部
看護学科（老年看護学）教授など、認知症の
エキスパートがそろっています。
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